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協
議
員
会
は
今 

１
０
・
１
１
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

来
年
度
事
業
に
関
し
て
各
隣
保 

・
各
種
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た

要
望
検
討
及
び
来
年
度
事
業
計

画
と
予
算
組
み
の
準
備 

② 

自
治
会
関
連
費
（
町
内
会
費･

協
力
金･

環
境
整
備
費･

消
防

費･

地
租
費
）
の
徴
収
準
備 

③ 

来
年
度
補
助
事
業
の
申
請
内
容

検
討
、
及
び
来
年
度
自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
の

対
象
事
業
検
討 

④ 

鈴
の
森
神
社
玉
垣
改
修
工
事
の

業
者
選
定
準
備 

⑤ 

協
議
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

次
期
改
選
に
向
け
て
審
議
継
続 

⑥ 

消
火
栓
使
用
訓
練
に
つ
い
て 

⑦ 

辻
川
区
を
「
地
縁
団
体
と
し
て

の
法
人
」
に
す
べ
く
調
査
研
究 

⑧ 

落
雷
に
よ
り
故
障
し
た
放
送
設

備
修
理
。
次
年
度
か
ら
要
所
に

は
避
雷
器
の
設
置
を
検
討 

⑨ 

１
１
月
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の

植
替
え
用
に
葉
牡
丹
８
０
株 

当
面
の
予
定 

１
月
１
９
日
（
日
）1

3
:
3
0

～ 

 
 

平
成
２
６
年
度
辻
川
区
総
会 

１
月
２
５
日
（
土
）1

9
:
3
0

～ 

 
 

新
隣
保
長
会
議 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

宮
当
番[

十
三
隣
保]

よ
り 

◆
１
月
１
日
・
２
日 

 

正
月
祭
り
（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

◆
１
月
１
２
日
（
日
）
１
０
時 

冬
え
び
す 

（
鈴
の
森･

恵
美
酒
神
社
） 

 

一
戸
あ
た
り
２
０
０
円
の
賽
銭
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

◆
１
月
１
５
日
（
水
）
１
５
時 

と
ん
ど 

（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

事
業
報
告 

◆
９
月
２
１
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

玉
垣
改
修
工
事
で
は
１
８
０
数

本
の
玉
垣
の
寄
進
を
募
る
予
定
。

氏
子
で
も
あ
る
４
社
の
内
か
ら

年
内
に
業
者
を
決
定
し
た
い
。 

〔
意
見
〕
公
正
な
業
者
選
定
を
。
氏

子
以
外
で
も
寄
進
は
可
能
か
。 

→
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
。
多
く
の

氏
子
関
係
者
に
声
掛
け
を
お
願

い
し
た
い
。 

② 

秋
祭
り
実
行
委
員
会
構
成
・
運

行
予
定
等
説
明 

③ 

各
隣
保
。
各
種
団
体
か
ら
の
来

年
度
事
業
計
画
へ
の
要
望
は
１

０
月
１
６
日
締
切
で
提
出
を
。 

④ 

環
境
担
当
か
ら
…
□
公
民
館
玄

関
内
の
ゴ
ミ
箱
撤
去 

□

粗
大

ゴ
ミ
は
第
３
月
曜
日
に 

□

空

缶
・
空
瓶
の
分
別
を 

□
防
犯
灯

の
球
切
れ
は
電
柱
番
号
連
絡
を 

◆
９
月
２
２
日
（
日
）
道
普
請 

 

秋
祭
り
に
向
け
て
区
内
が
き
れ

い
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
２
年
ぶ
り

の
シ
デ
飾
り
が
辻
に
立
っ
た
。 

鈴
の
森
神
社
関
係
で
は
、
２
０
日

に
ふ
れ
あ
い
喫
茶
の
世
話
役
の

方
々
が
、
２
３
日
に
は
消
防
Ｏ
Ｂ
会

と
商
工
部
会
が
、
２
８
日
に
は
老
人

会
が
、
鈴
の
森
神
社
境
内
の
清
掃
や

草
抜
き
、
周
辺
の
下
刈
り
に
精
を
出

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
２
９
日
に
は
や

っ
こ
会
に
よ
っ
て
幟
が
立
っ
た
。
台

風
２
４
号
対
応
で
遅
れ
て
い
た
青

年
団
に
よ
る
し
め
縄
張
り
も
９
日

に
完
了
し
た
。
地
域
住
民
み
ん
な
で

つ
く
る
秋
祭
り
は
楽
し
い
。
台
風
に

も
負
け
ず
多
く
の
住
民
の
手
で
準

備
が
進
ん
だ
。 

◆
１
０
月
１
２
日
（
土
） 

・
１
３
日
（
日
） 

秋
祭
り 

        

体
育
の
日
が
２
０
０
０
年
か
ら

十
月
第
二
月
曜
日
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
年
の
日
程
は
近
年
で
は
最

も
遅
い
１
２
日
・
１
３
日
。
宵
宮
、

本
宮
と
も
に
秋
祭
り
日
和
に
恵
ま

れ
、
そ
ん
な
中
、
辻
川
屋
台
は
近
年

な
い
見
事
な
練
り
を
披
露
し
た
。 

さ
て
、
今
年
の
秋
祭
り
を
少
し
振

り
返
っ
て
み
よ
う
。
肩
合
わ
せ
は
２

回
。
乗
り
子
の
練
習
仕
上
げ
（
大
鳴

ら
し
）
を
楽
し
み
な
が
ら
の
肩
合
わ

せ
は
今
年
も
機
運
を
盛
り
上
げ
る

効
果
が
あ
っ
た
。
何
よ
り
も
身
長
に

よ
る
棒
割
を
徹
底
し
た
こ
と
が
見

事
な
練
り
に
つ
な
が
っ
た
。
木
方
の

陣
頭
指
揮
の
も
と
棒
端
・
青
年
団
が

結
束
し
て
祭
り
に
あ
た
っ
た
。
一
人

ひ
と
り
の
体
力
は
昔
の
方
々
に
は

は
る
か
に
及
ば
な
い
が
、
一
致
団
結

し
た
集
団
の
力
を
見
せ
た
。
ま
た
、

今
年
も
青
年
団
女
子
部
及
び
予
備

軍
の
「
辻
川
レ
デ
ィ
ー
ス
」
が
各
休

憩
所
で
の
後
片
付
け
や
、
し
で
棒
を

か
ざ
し
て
の
屋
台
の
露
払
い
に
大

活
躍
し
た
。
練
り
子
自
身
に
よ
る
休

憩
所
の
後
片
付
け
も
、
昨
年
に
比
べ

て
少
し
改
善
し
た
。
意
識
す
る
「
大

人
」
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
た
。

声
援
や
拍
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
る

方
々
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
祭

り
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
々
、
す
べ
て
の
住
民
の
秋
祭
り
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
支
援
に
感
謝
す
る

と
同
時
に
、
秋
祭
り
は
地
域
で
若
者 

 

       

や
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
場
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
な
い
で
い
た
い
。 

と
こ
ろ
で
、
宮
出
の
長
目
・
八
反

田
・
吉
田
の
３
台
練
り
に
は
感
動
し

た
。
脇
棒
を
合
せ
て
の
練
り
場
一
周

や
拝
殿
や
鳥
居
前
で
の
差
し
に
は
、 

舟
が
流
れ
る
よ
う
な
調
和
が
あ

っ
た
。
練
習
の
賜
物
で
あ
ろ
う
。 

       

◆
１
１
月
１
７
日
（
日
） 

辻
川
山
短
歌
の
森
公
園
の
整
備 

 

商
工
部
会
と
協
議
員
に
よ
っ
て
、

山
口
堂
参
道
北
斜
面
（
短
歌
の
森
）

の
遊
歩
道
の
両
側
に
＊
１

千
両
・
＊
２

万
両
が
各
２
５
本
、
＊
３

百
両
・
＊
４

一
両
が
各
１
０
本
植
栽
さ
れ
た
。 

＊
１

セ
ン
リ
ョ
ウ
科
の
常
緑
小
低
木
。

実
は
冬
に
上
向
き
に
赤
く
熟
す
。
鉢
植

や
切
花
と
し
、
多
く
は
正
月
用
。 

＊
２

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
の
常
緑
小
低
木
。

別
名
ヤ
ブ
タ
チ
バ
ナ
。
実
は
下
向
き
に

赤
熟
し
冬
か
ら
春
ま
で
保
ち
、
観
賞
用
。

千
両
よ
り
大
形
。
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
で
は

＊
３

カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
（
＝
百
両
）、
ヤ
ブ

コ
ウ
ジ
（
＝
十
両
）
も
観
賞
用
に
。 

＊
４

ア
カ
ネ
科
の
ア
リ
ド
ウ
シ
の
こ
と
。 

葉
の
付
け
根
か
ら
出
て
い
る
ト
ゲ
が

蟻
を
も
刺
し
通
す
か
ら
と
か
。 
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12 日 7:55 宵宮蔵出 ↑ 

 

13 日 23:00 乗り子と青年団集合 

 

13 日 9:00 北野･大門･加治谷と練る 

 

 

一
年
を
振
り
返
っ
て 

 
 

 
 
 
 
 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

月
日
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
あ

と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
は
、
辻
川
区
で
は
自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
安
全
で
安
心
な
防
災
・

減
災
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、｢
地
域
の
防
災
計

画｣

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

大
勢
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
念
願
で
あ
り
ま

し
た｢

辻
川
区
防
災
マ
ッ
プ｣

の
作
成
、｢

辻
川
だ

よ
り｣

に
防
災
関
連
記
事
の
連
載
、
そ
し
て
公
民

館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
近
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
各
地
の
災

害
を
見
て
い
ま
す
と
不
安
が
募
り
ま
す
。
今
後
は

さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
よ
り
細
か
な
、
そ
し

て
具
体
的
な
対
策
が
伴
う｢

地
域
の
防
災｣

に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
時
期
は 

来
年
度
の
自
律(

立)

の 

ま
ち
づ
く
り
事
業
内
容 

を
募
集
す
る
時
期
で
も 

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ま 

の
ご
意
見
を
是
非
お
寄 

せ
く
だ
さ
い
。 

   

13 日 13:00 辻川レディース参上 

１
３
日
１
０
時 

播
但
道 

↓  

高
架
下
を
大
門
へ 

 

13 日 19:00 井ノ口と“さらば” ↓ 

12 日 13:20 相撲“鈴の森場所” 

 

12 日 9:55 神前山を背に井ノ口を行く 

 
↑13 日 10:45 大門で 

神輿渡御を迎える 

 

http://www10.plala/
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災
害
に
備
え
る 

３ 
 

 

火
災
対
策 

③ 

                      

                                          

                                          

                                          

                                          

           

               

編
集
後
記 

 

今
年
の
台
風
は
上
陸
（
台
風
の
中
心
が

北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
の
海
岸
線
に

達
し
た
場
合
）
が
２
個
と
ほ
ぼ
平
年
並
み

だ
っ
た
も
の
の
、
台
風
か
ら
の
湿
気
が

秋
雨
前
線
を
刺
激
し
た
豪
雨
災
害
が
目

立
っ
た
年
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
今
年

の
台
風
発
生
数
３
１
個
（
１
１
月
２
３
日

現
在
）
は
１
９
年
ぶ
り
の
多
さ
（
最
近
３

０
年
の
平
均
は
約
２
６
個
）
で
し
た
。
特

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
っ
た
台
風
３
０
号

は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
来
年
の
「
災
害
に
備
え
る
」

は
気
象
災
害
対
策
で
す
。
辻
川
の
水
害

危
険
箇
所
に
も
少
し
言
及
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
田
﨑
〕 

住
宅
用
火
災
警
報
器 

を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
！ 

 

住
宅
火
災
は
建
物
火
災
の
約

６
０
％
に
の
ぼ
り
、
死
者
数
で
は

８
割
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
。
死

亡
原
因
の
約
７
０
％
が
逃
げ
遅

れ
だ
そ
う
で
す
。
『
住
宅
用
火
災

警
報
器
』
は
熱
ま
た
は
煙
を
感
知

し
て
警
報
音
と
ラ
ン
プ
で
火
災

発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。 

消
防
法
上
は
「
寝
室
」
と
「
寝

室
が
あ
る
階
の
階
段
」
に
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
義
務
と
は

い
え
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
で
、

今
の
と
こ
ろ
設
置
し
な
く
て
も

罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寝
室

や
階
段
に
は
煙
感
知
式
が
、
調
理

の
煙
が
出
る
台
所
に
は
熱
感
知

式
が
適
当
の
よ
う
で
す
。
た
だ

し
、
消
防
法
で
は
原
則
と
し
て
煙

式
の
設
置
を
定
め
て
い
ま
す
。 

１
台
の
値
段
は
、
辻
川
近
隣
の

家
電
量
販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
で
、
２
８
０
０
円
前
後
（
煙
感

知
式
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

年末には隠れた電源プラ

グとコンセントの大掃除

を！ プラグをコンセントか

ら抜くときはコードを引っ張

らない！ ショートの原因 

冬場の電熱器類のタコ足

配線は危険！ 左下の計

算方法で必ず流れる電流

の計算をしましょう。特に

安売りのテーブルタップや

ビニルコードの許容電流は

小さいので注意を。 

プラグやコンセント、電気器

具を濡れた手で扱うと感電

の恐れあり。キッチンや洗

面所などでは手をよく拭

いてから扱いましょう。 

バッテリー（蓄電池）の

過充電に注意！ 安全

装置がはたらくと過信し

放置してはいけない。 

束ねたままのコードは危

険！ 特に消費電力の大

きい電熱器類使用時は加

熱の恐れあり。 

必ず自宅のテーブ 

ルタップで計算を！ 
着衣着火に気をつけて 

毎年、ストーブやタバコや野焼きの

火が衣類に着火して亡くなる人がいま

す。カーテン・シーツ・エプロン・寝具類

やパジャマには防炎のマークの付い

た“防炎品”を選びましょう。 

 

左上の「電気部品の定格」と「機器の安全な使い方」の出典は、

中学校教科書『新しい技術・家庭 技術分野』（東京書籍）です。 

◆
９
月
２
９
日
（
日
）
第
２
回 

辻
川
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

平
成
二
二
年
度
か
ら
区
と
し
て
の
敬
老

の
日
の
催
事
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
老
人
会
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
昨

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
は
約
７

０
名
が
参
加
。
第
一
部
の
昼
食
会
の
後
、

第
二
部
は
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
十
八
番

の
披
露
会
…
「
自
分
達
の
ペ
ー
ス
で
楽
し

め
る
の
が
い
い
」
と
は
会
長
の
小
谷
さ
ん
。

文
殊
荘
で
の
辻
川
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
す
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

← 11月9日 コスモス

｢秋桜｣と桜の紅葉(左方) 

 

11 月 16 日 伊勢の神楽(かぐら) → 

 

11 月 9 日  10 年ぶりに傷んだ茅(かや)

を取り除いて、新しい茅を補充する「差

し茅」で修理中の柳田國男生家  → 

 


